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物の磁気的特性の比較」
Comparison of magnetic properties of topmost sediments at the first and second depres-
sions in North Basin of Lake Biwa
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琵琶湖湖底の極表層堆積物を対象にして、磁気的特性への初期続成作用の影響の解明とそれを考慮した上での磁気的
特性の変化に基づく環境変動解析を目的とした研究を行っている。今回は、琵琶湖北湖、近江舞子沖（Ie-1、水深 71m：
堆積速度?1 mm/yr）で採取した堆積物コアの磁気特性解析の結果と、昨年報告した琵琶湖今津沖の北湖最深部（N4、水
深 91 m：堆積速度 1-2 mm/yr）の堆積物の磁気特性との比較検討結果を報告する。
　琵琶湖北湖は、温度躍層の形成に伴い夏季から秋季にかけて湖水が成層する停滞期と成層してない全循環期を一年

で繰り返し、それにより湖底の水質は変動する。Ie-1と N4とでは、溶存酸素濃度（DO）は 2-4月に極大期となり、い
ずれも 8-9 mg/Lになるが、10-11月の極小期には、N4では 1 mg/L以下になるのに対して、Ie-1では 4 mg/L程度までに
留まる。植物プランクトン現存量の目安であるクロロフィル a量は、N4では 2月に約 4μ g/Lの極大値になるのに対し
て、Ie-1では 3月に極大となり、約 9μ g/Lと高い値をとる。一方、湖底水温は両地点とも年間を通して大きく変化は
せず、Ie-1では約 7.8-8.3℃、N4では約 7.5-8℃である。
　 Ie-1において、2008年 11月、2009年 3月、6月に、HR型採泥器を用いて 13-30 cmの堆積物コア試料を採取した。

試料は N4とほぼ同様の黒色から暗緑灰色からなる均質な極細粒シルトであった。土色測定からは、約 18 cm深までは
N4よりやや明るい岩相であることが示された。コア試料から 1 cm間隔で連続的に実験用試料を採取し、凍結乾燥させ
た後、岩石磁気学的実験に用いた。
　低温・高温磁気特性解析の結果、N4と同様に Ie-1の堆積物中の主な強磁性鉱物は、マグヘマイト化したマグネタイ

トであることがわかった。深度方向の磁気的特性の変化から、３つのユニット（A、B、C）に分けられることがわかっ
た。Unit-A（0˜約 12 cm深）では保磁力の減少が見られた。Unit-B（12?20 cm深）、C（20˜30 cm深）では、強磁性鉱物
の量の減少と磁気的粒径の増加が示唆された。ユニット毎の磁気的特性の挙動はN4と同じであるが、ユニット境界の深
度は Ie-1の方がそれぞれ約 2 cmほど深くなる傾向が認められた。
　磁性鉱物の量の指標であるχ、χ ARM、Mrs、Msでは、全ユニットにおいてχ ARM以外は N4よりも低い値を示

す傾向が認められ、特にχの差が顕著であった。常磁性・反磁性鉱物の量の指標となる高磁場磁化率には差が認められ
ないことから、Ie-1の方が強磁性鉱物の量が少ないことが示唆される。しかし、χ ARMはほぼ同様でχの差が顕著であ
ることは、超常磁性粒子の量に差がある可能性も考えられる。
　磁気的粒径の指標とされるパラメータ比においては、Mrs/χはほぼ同様の値であったが、ARM/Mrs、χ ARM/χは、

Ie-1の方がやや高い値を示した。よって、Ie-1の方がやや細粒であることが示唆される。
　保磁力の指標である Hc、 Hcr、 S-0.1Tでは、Hcはほぼ同じ値であったが、Hcr、 S-0.1Tは Unit-Aにおいて顕著な

差があり、Ie-1の方が低保磁力であった。この保磁力の違いの原因を磁性鉱物の粒径の違いと考えると、上記の磁気的粒
径の指標からの示唆と矛盾する。保磁力を変化させる要因としてマグネタイトのマグヘマイト化の度合が考えられる。等
温残留磁化の極低温下での強度変化に認められるマグネタイトのフェルベー点での強度変化の明瞭さを比較すると、DO
が両地点において減少する時期の 2008年 11月に採取した試料のみ Ie-1と N4で違いが認められ、他の時期のものには
違いは認められなかった。マグヘマイト化の度合には、2008年 11月以外は大きな差が無いように考えられる。
　 Unit-A での保磁力の深度方向変化には、N4では季節変動が顕著に認められたが、Ie-1では認められなかった。ま

た、N4の Unit-A-B では、29 Kにおいて特徴的な磁気的変化を示す磁性鉱物の存在が認められたが、Ie-1では認められ
なかった。この磁性鉱物は現時点では不明であるが、シデライト（FeCO3）、ロードクロサイト（MnCO3）、ビビアナイ
ト（Fe3(PO4)2・8H2O）、ピロタイト（Fe7S8）の可能性は低いと考えられる。


